
人とともに 地域とともに

島根大学 大学教育センター
キャリア担当のキャリア支援等

■気軽に立ち寄れるカフェ併設の空間

キャリア担当は、キャリア教育・就職支援を行う施設で、
学生支援センター1階、学生たちの憩いの場であるカフェ
スペースの奥にあります。

1年生から利用できる施設として、さまざまなキャリア
教育・就職支援プログラムを用意しています。

専任教員2名のほか、キャリアカウンセラーや学卒ジョ
ブサポーター等を配置し、キャリア相談や就職相談なども
行っています。

■キャリアデザインプログラム（CDP)とは
社会人基礎力をベースとした8つの能力の涵養を目的とした副専攻
型のキャリア教育プログラム。

■3つの特徴
１）正課内外で育むキャリア教育
プログラムを修了するには、指定されたキャリア教育関連科目を履
修するとともに、インターンシップに代表される正課外活動への参
加が求められる。

２）履修生限定イベント
著名人による講演会や履修生交流会など、履修生のみを対象とした
イベントを実施することで、履修希望者増加につなげている。

３）地元企業と連携した「CDPプロジェクト」
学生が主体となり、地域で実現したいことに取り組む部活動のよう
なプロジェクトを運営している。

■ 施 設 紹 介 ■

■ 特 徴 的 な キ ャ リ ア 支 援 ■
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■ビビットポイントとは
学生はボランティアやサークル活動などの正課外活動に対してポイ
ントを付与され、獲得したポイントに応じて特典が受けられる。

■目的
正課外活動に取り組む学生の増加と、活動状況の把握。

■インセンティブ・ポイント付与の対象例
・災害支援
・地域ボランティア
・学内表彰
・サークル所属
・資格取得 など

■インセンティブ・ポイント付与で分かったこと
卒業時調査で「学生時代に身に付いた能力」を確認したところ，総
獲得ポイントが600ポイント以上の人は，600ポイントより少ない
人よりもリーダーシップ、他者との協働・協調、自己肯定感の3つの
能力の自己評価が有意に高いことが分かった。
（2018年3月卒業者のデータより）

■地元産業界と連携した実践型インターンシップ
キャリアデザインプログラムの対象科目の1つとして「地域共創イン
ターンシップ」という実践型インターンシップを取り入れている。こ
のインターンシップは地元の産業界や自治体等の力を得て運営してい
る。

2020年度は、オンライン型のインターンシップのプログラム開発に
苦慮する地元企業と一緒に「オンラインインターンシップを作るプロ
ジェクト」として，オンラインで開催した。地元企業7社のインター
ンシッププログラム開発に11名の学生が携わった。

正課外活動の可視化 ~インセンティブ・ポイント（ビビットポイント）の活用～

【学生支援センター１階入り口の様子】

【求人情報閲覧コーナー】 【インターンシップ情報】

【ポイント付与の対象となる活動等一覧】

地元産業界と連携したキャリア教育 ~キャリアデザインプログラム（CDP）の取組～

島根大学では
正課外活動を
推進しています。

【CDPロゴマーク】 【限定イベントの様子】

【キャリアデザインプログラム紹介HP】

【地元企業とのコラボ商品】

【オンラインインターン報告会の様子】


